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足立のために活動するNPO団体＆企業が一堂に介した心温まる祭典

１１月１８日（土）と１９日（日） に、 第１４回あだち

NPOフェスティバル2023（以下、 Nフェス） が、

梅島周辺の４ヵ所（足立成和信用金庫中央支

店、 エル ・ソフィア、 梅島公園、 NPO活動支

援センター）で盛大に行われました。

　Nフェスでは、４会場を巡るスタンプラリー、

NPO団体の活動などをPRするブース出展、

ステージ発表（劇やダンス、 剣舞、 着ぐるみ

のショー）、 スイーツやカレーの販売など多彩

な企画が用意され、 ４つの会場が賑やかな

雰囲気に包まれました。

　２日間にわたり参加した企業や団体は７０組

以上。 それぞれの団体が独自のアプローチで

活動内容をアピールしました。例えば、コーヒー

の販売で得た収益を保護猫活動に充てる団

体や、 遺言書の書き方相談に応じる団体、

子育てでお疲れのママたちにハンドマッサー

ジでリラックスを提供する団体など、 多岐に

わたります。 また、 ボードゲームやベーゴマ、

運動ゲーム、 ロープワークや毛布を使った担

架体験、松ぼっくりを使用したクリスマスツリー

作りなどを行う団体のブースには、 たくさん

の子どもたちが参加し、 様々なアクティビティ

を楽しんでいました。 子どもたちの笑顔が会

場を彩り、 保護者からは「工作できるブースが

楽しそうで、 子どもたちもいろいろと作れて嬉

しそうだった」 という好評の声も寄せられ、 各

ブースは大いに人気を博しました。

　参加団体の中には、 「イベントの開始前から

多くの方が並んでいてびっくりした」 と述べる

両日とも晴天に恵まれ、 大盛況だったあだちNPOフェスティバル２０２３の４会場。

声もあるほど、 たくさんの来場者が訪れた今

年の Nフェス。 各団体や企業が行っている社

会貢献活動を楽しさとともに、 幅広い年齢層

の方々へ伝えることができた素晴らしい２日間

でした。

地域にどんな活動があるのかな？

私にも何かできるかな？

もっといろいろ知りたい !!

と思った方は、

足立区 NPO 活動支援センターに

アクセスしましょう。

　　〒123-0851
　　東京都足立区梅田七丁目１３番1号
　　TEL：03-3840-2331

adachi-npo-center@machikatsu.co.jp

Twitter Facebook

あだち
協働

パートナー
サイト

【制作】 イラスト ： やわらかアートアカデミー　スズキミ／インタビュー & 記事 ： 渡邉美樹 （足立区ＮＰＯ活動支援センター） ／記事作成 ： ワタナベサヤカ （Ｎ活区民ライター）

*** 足立区NPO活動支援センター開館日・開館時間 ***
開 館 日：（火）～（日）
開館時間：午前９時～午後９時３０分（月末の平日は午後５時まで）
休 館 日：（月）、（祝）、年末年始

　「あだち区民まつり・A-Festa2023」が、１０月７日（土）、８
日（日）、荒川河川敷・虹の広場で開催され、NPO活動支援センター
も参加しました。初日はチラシや「NPO 相談出張受付中」の看
板が飛ばされる強風に見舞われましたが、「NPO 活動を応援でき
るコインゲームをやっていまーす」と大声で呼びかけたところ、多
くの子どもたちが参加してくれました。保護者の方々には NPO 活
動の役割や意義をお伝えすることもでき、貴重な機会を設けるこ
とができたと思います。また、普段、地域活動や NPO 活動に関
わりがない方々が、大勢、私たちのテントを訪れてくれました。相
談コーナーでは NPO についての相談や活動についての質問に答え
ることができ、相談員としてやりがいのある時間を過ごすことが
できました。２日間のゲーム参加者６５１人、相談３１件。皆さま、
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　（相談員：川名）



が
る
ま
る
と
パ
ル
シ
ス
テ
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が
る
ま
る
は
︑
宮
本
明
彦
さ
ん
が
代
表
を
務
め
︑
足
立
区
鹿

浜
周
辺
に
て
子
ど
も
食
堂
な
ど
を
運
営
・
開
催
し
て
い
る
地
域

活
動
団
体
で
す
︒
活
動
を
開
始
し
た
の
は
�
年
ほ
ど
前
︒
一
方
︑

パ
ル
シ
ス
テ
ム
は
�
�
�
�
年
�
月
に
設
立
さ
れ
た
生
活
協
同

組
合
︵
生
協
︶
で
︑
正
式
名
称
を
﹁
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同

組
合
連
合
会
﹂
と
い
い
ま
す
︒
全
国
に
あ
る
��
の
連
合
会
で
形

成
さ
れ
︑
そ
の
中
の
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
・
足
立
セ
ン
タ
ー
が
︑

が
る
ま
る
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
が
﹁
が
る
パ

ル
﹂
で
す
︒
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が
る
パ
ル
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は
︑
が
る
ま
る
が
パ
ル
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
食

材
支
援
と
活
動
場
所
の
提
供
を
受
け
て
月
に
一
度
行
っ
て
い
ま

す
︒
生
協
主
催
の
講
演
会
に
宮
本
さ
ん
が
登
壇
し
た
際
︑
生
協

の
委
員
会
活
動
を
さ
れ
て
い
た
方
と
の
交
流
が
︑
野
菜
や
冷
凍

食
品
な
ど
の
提
供
に
繋
が
り
ま
し
た
︒
特
に
︑
大
雪
の
影
響
で

引
き
返
さ
れ
た
�
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
冷
凍
食
品
は
︑
が

る
ま
る
を
通
じ
︑
別
の
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
団
体
に
も
分

け
与
え
ら
れ
︑
地
域
の
食
料
支
援
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
︒

地
域
連
携
の
広
が
り
と
効
果

　

子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
多
く
の
団
体
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最
大
の
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み
は
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催
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食
材
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が
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魅
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︒
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用
者
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パ
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︑
安
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し

て
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ま
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非
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大
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︑
が
る

ま
る
の
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シ
ェ
に
パ
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シ
ス
テ
ム
さ
ん
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出
展
さ
れ
た
と

き
に
︑
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
で
︑
野
菜
や
食

材
を
受
け
取
っ
て
い
る
人
た
ち
が
お
礼
に
来
て
く
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
﹂
と
︑
パ
ル
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
と
と
も
に
︑

利
用
者
と
パ
ル
シ
ス
テ
ム
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
宮
本
さ
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は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
︒
ま
た
︑他
の
組
織
と
の
繋
が
り
が
︑

連
携
︑
信
頼
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
︑
非
常
に
大
事
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

一
方
で
︑
商
品
を
通
じ
て
地
域
の
人
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に
喜
ん
で
も
ら
え

る
こ
と
に
パ
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シ
ス
テ
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の
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︒
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セ
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タ
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︑
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セ
ン
タ
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で
は
地
域
活
動
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と
連
携
し
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
多
く
な
い
そ
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で
す
︒

﹁
��
月
に
行
わ
れ
た
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り
に
出
展
し
た
と
き
︑

子
ど
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食
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に
い
ら
し
た
お
母
さ
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方
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﹃
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す
よ
ね
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と
︑
声
を
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け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
そ
う
し

た
広
が
り
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持
っ
て
︑
ど
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ど
ん
子
ど
も
食
堂
や
パ
ル
シ
ス

テ
ム
の
商
品
を
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用
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
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す
ね
﹂
と

鈴
木
さ
ん
は
笑
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で
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し
て
く
れ
ま
し
た
︒
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地
域
協
力
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神
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し
︑
地
域
活
動
団
体
と
協
同
組

合
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
﹁
が
る
パ
ル
﹂︒
宮
本

さ
ん
と
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木
さ
ん
は
こ
う
し
た
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動
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フ
ー
ド
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ス
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も
貢
献
で
き
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し
て
い
ま
す
︒﹁
日
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発
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る
食
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と
︑
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い
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︒
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ル
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に
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そ
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近
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で
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︑
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に
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っ
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い
る
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ム
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れ

ば
﹂
と
目
標
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
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最
後
に
︑
団
体
の
運
営
で
大
切
に
し
て
る
こ
と
を
伺
う
と
︑

宮
本
さ
ん
は
﹁
継
続
は
力
な
り
﹂
と
団
体
と
し
て
の
継
続
的
な

取
り
組
み
の
重
要
性
を
伝
え
︑
ま
た
︑
課
題
が
発
生
し
た
際
に

は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
い
ま
す
︒
鈴

木
さ
ん
も
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パ
ル
シ
ス
テ
ム
の
組
合
員
で
な
く
て
も
積
極
的
な

相
談
を
呼
び
か
け
︑
協
力
で
き
る
範
囲
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
﹂

と
笑
顔
で
は
な
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

　

が
る
ま
る
と
パ
ル
シ
ス
テ
ム
・
足
立
セ
ン
タ
ー
の
連
携
は
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
住
民
に
と
っ
て
の
食
と
心
の
支
え
と
な
っ

て
い
ま
す
︒

がるまる代表の宮本明彦さんとパルシステム東京・足立センターの鈴木誠さん

足立センター内にある福祉棟３階パルひろばで
月一回行われている子ども食堂「がるパル」

地域社会に支援と笑顔をもたらす
団体と協同組合の連携

がるまる×パルシステム東京・足立センター

特集
　協働・協創は団体同士に限らず、地域活動団体と企業や組合間でも
行われています。今回は、地域活動団体と協同組合の連携事業にスポッ
トを当て、子ども食堂「がるまる」の宮本明彦さんとパルシステム東京・
足立センターの鈴木誠さんにお話を伺いました。

地域活動団体と組合の協力で育む子ども食堂
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Ｎ
Ｐ
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法
人
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わ
ん
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ー
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綾
瀬
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︑
犬
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散
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と
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に
マ
ナ
ー
向
上
と
町
内
美
化
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図
る
活
動

を
行
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っ
て
い
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す
︒
犬
を
飼
う
人
が
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え
る
一
方
︑
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尿
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や
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た
中
︑
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域
の
方
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え
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と

始
め
た
こ
と
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き
っ
か
け
で
す
︒
清
掃
活
動
の
ほ
か
︑

注
目
の
活
動

指示のコツを覚える飼い主と、それに応える犬たち

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
向
上

の
意
識
付
け
や
災
害
時

の
助
け
合
い
を
目
的
と

し
た
交
流
会
︑
し
つ
け
の

講
習
会
な
ど
も
実
施
す

る
こ
と
で
︑
飼
い
主
だ
け

で
は
な
く
︑
地
域
住
民
と

犬
が
心
を
合
わ
せ
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
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未
来
の
吹
奏
楽
文
化
の
た
め
に

あ
だ
ち
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド

サ
ポ
ー
タ
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ズ

　

あ
だ
ち
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
は
︑
小
・
中
学
校
︑
高
等
学
校

の
吹
奏
楽
部
・
金
管
バ
ン
ド
の
指
導
補

佐
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い

る
音
楽
文
化
サ
ポ
ー
ト
団
体
で
す
︒
メ

ン
バ
ー
は
足
立
区
内
の
小
学
校
で
活
動

し
て
い
た
金
管
バ
ン
ド
出
身
の
�
人

で
︑
�
�
�
�
年
�
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
︒
団
体
の
代
表
で
あ
る
野
間
一
克

さ
ん
は
︑
吹
奏
楽
指
導
者
の
講
習
会
を

受
講
し
た
際
︑
部
活
動
の
存
続
が
厳
し

い
と
い
う
課
題
に
直
面
︒
未
来
の
世
代

に
も
吹
奏
楽
文
化
を
継
承
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
︑
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
︒

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
活
動
の
原
動
力

 　

野
間
さ
ん
た
ち
︑
あ
だ
ち
ス
ク
ー
ル
バ
ン

ド
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
の
活
動
の
原
動
力
は
︑
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
あ
り
ま
す
︒
難
し
い
フ

レ
ー
ズ
に
苦
戦
す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
︑

野
間
さ
ん
た
ち
が
教
え
た
練
習
方
法
が
実

を
結
び
︑
数
ヶ
月
後
の
合
奏
で
彼
ら
の
上
達

を
実
感
︒﹃
教
わ
っ
た
練
習
内
容
を
毎
日
実

践
し
た
お
か
げ
で
す
﹄
と
話
し
て
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
﹂

と
︑
彼
ら
の
成
長
に
対
す
る
喜
び
を
野
間

さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒
努
力
は
し
て

い
る
け
れ
ど
な
か
な
か
上
達
し
な
い
︑
具
体

的
な
練
習
方
法
が
わ
か
ら
な
い
︒
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
の
助
け
に
な
り
た
い
と
い
う
の

が
︑
野
間
さ
ん
た
ち
の
活
動
の
信
念
で
す
︒

　

ま
た
︑
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
︑
指

導
や
運
営
で
悩
む
大
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
思

索
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
ひ
と
つ
が
�
�
�
�

年
�
月
に
足
立
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
予
定
の
﹁
楽
器
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂

︵
仮
称
︶で
す
︒現
在
︑内
容
を
企
画
中
で
す
が
︑

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
︑
指
導
者
︑
運

営
者
に
も
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
︑
課
題
を

抱
え
る
バ
ン
ド
の

お
手
伝
い
に
繋

が
れ
ば
と
考
え

て
い
る
野
間
さ
ん

た
ち
︒ 

　

子
ど
も
︑
大
人

問
わ
ず
︑
吹
奏
楽

文
化
に
興
味
が
あ

る
方
は
︑
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
足
を

運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
︒

新
規
登
録
団
体
紹
介

部活やバンドの課題について気軽に相談してほしいと野間さん


